
★より良く『生きる』を応援する居場所支援

* お腹と心を満たす場所
* 安心安全な場所で人と繋がることができる場所
* 参加者もスタッフも学び合い支え合える場所
* 参加者もスタッフも共に成長していける場所
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①Ö ǀǾ×ȅꞌⱱ

【子ども】悩みを持つ学生がスタッフと話をして勇気をもらい学校に行くことができた。

【ユース】スタッフとして活躍することができて、それが楽しみや生きがいになっている。

【学 生】生きづらさがあっても、安全な場所ではスタッフとして元気に活躍できている。

【スタッフ】社会参加へのつまづきががあった。数か月後から働き始めた。

【全 体】ｾﾗﾋﾟｰﾜｰｸで子ども・親それぞれの悩みが聞ける。公式LINEからの相談もある。

②Ö ǘǂǽ×

【高齢者】久しぶりの交流で喜びの声があがった。

【障害者】子どもやユースと楽しく交流ができた。

【母 親】子育てで悩んでいることを打ち明けてくれた。→支援に繋げていく。

【スタッフ】参加者やスタッフ同士での支え合いがある。

③Ö ǡ ǘǂǽ×

●高齢者が赤ちゃんを抱っこしてくれた。

●学生スタッフと子どもでとても良い交流ができている。 6



★8月13日( 日) 入西地域交流

【会議室A】食事
【会議室B】プレイルーム( ゲーム＆ワーク)

●参加者 19名 ●スタッフ 15名

メニュー

・肉じゃが・ご飯・ミニトマトの湯むき
・たこさんウインナー・餃子スープ( かぼ

ちゃ、なると入) ・ゼリー

Ὲ成果・効果
①スタッフがウクレレを持って参加し歌ってくれた。
それを聴いた中学生が、彼女のところへやってきて
『すごく良かった。心に響いた』と伝えてくれた。
そして、彼女と会話を始め、その中で自らの悩みを
話してくれた。
絵が好きだという話を聞き、次回はアートセラピー
をワークに取り入れることにした。

②親子の仲良しグループが参加してくださり、久し
ぶりにみんんなで集まり話ができたと喜んでくれた。

③支援中のユースがミサンガ作りで活躍できた。
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★9月10日（日） 入西地域交流センター

●参加者 32名 ●スタッフ 9名

メニュー

・しょうが焼き・カレー・出汁巻き玉子
・ご飯・バナナ・ゼリー・飲み物

Ὲ成果・効果

①障害者ホームの若者達4名が、代表と一緒に参加
してくれた。
地元( 浅羽野地区) の方達だったが、これまで交流が
なかった。Ｙさんは、ワーク予約をしていたが、予
約をしていない子どもがやりたそうにしているのを
見て、自分の席を譲ってくれた。改めて、心の優し
い人達なのだと知ることができた。また、ホームの
方達は、母子家庭の子どもと一緒にＵＮＯで遊んで
くれた。

②支援中のユース( 児童養護施設出身者) は難病を
持っているが、今回もミサンガで活躍をすることが
できた。『楽しかった！またやりたい！』と生きる
力になっている
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★10月14日（土） 入西地域交流センター

●参加者 14名 ●スタッフ 16名

メニュー

・クリームシチュー・なるとの磯辺揚げ
・なすのシーチキン炒め・ご飯・パン
・バナナ・飲み物

Ὲ成果・効果

①支援中のユースの誕生日を、スタッフ会議の時に、
皆でお祝いすることができた。
小さな喜びの積み重ねが生きる力になっている。

②スタッフの中にも、生きづらさを抱えている方が
いるが、安心できる人達との繋がりの中で楽しく過
ごすこごができている。
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★11月11日（土） 入西地域交流センター

●参加者 28名 ●スタッフ 11名

メニュー

・きのこの炊き込みご飯
・ウインナーピラフ
・豚汁 ・なるとの甘辛炒め
・バナナ ・柿 ・飲み物

Ὲ成果・効果
①さいたま市の『みな風地域食堂』の学生スタッフ
が当地域食堂へ、スタッフとして参加してくれた。
生きづらさを抱えているが、私や支援中のユースと
繋がり生きる力になっている。

②シニアの方達( 絵画のお仲間とのこと) が参加して
くださり、参加していた親子の赤ちゃんを抱っこし
てくれた。また、コロナでずっと会えなかった仲間
同士で久しぶりの再会ということで、涙を流されて
喜んでくださった。
③子育て中の母から、公式LINEより相談が届く。今
後の支援に繋げていく。
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参加者・スタッフの月別人数
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